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Feature Articles

 	 多チャンネルサービスの多チャンネルサービスの
	 メディアパワー	 メディアパワー
12	 Report 多チャンネル広告活用セミナー
14	 多チャンネルサービス　最新広告事例

 	 「Inter BEE 2024」開幕直前特集
22	 Interview：TBSテレビ＆WOWOW「Live Multi Studio」
24	 注目の最新ソリューション：LYNX Technik AG / パナソニック コネクト / 
	 デル・テクノロジーズ / 朋栄 / グラスバレー / ティーブイエスネクスト

29	「CEATEC 2024」レポート
New Series

 6	 地域課題を解決するエキスパート集団 CNCIグループ各社の取り組み
Close Up New Solutions

 8	 TVS REGZA	 10	 インターテック
Special Interview 
18	 再生をかけたK-POPリアリティ番組『Re:Born』

Special Topic
20	 時代劇専門チャンネル×J:COM共同製作
	 時代劇シリーズ最新第8作「三屋清左衛門残日録 春を待つこころ」

Special Report
28	 NHK「8K文化財アカデミー」
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メディア融合時代到来!
【コンテンツ至上主義】視聴者が「選ぶ」メディアは?
多チャンネル放送研究所 + 音 好宏（上智大学教授＆多チャンネル放送研究所所長）編著

急速に台頭してきた有料動画配信サービス（OTT）の利用実態や、その潜在的ニーズ等を明らかにする
とともに、多チャンネル放送に与える影響、多チャンネル放送とOTTとの関係等を分析。メディア融合時
代の多チャンネル放送の今と未来を読み解きます。

●編著：多チャンネル放送研究所 + 音 好宏所長
●編集・発行：サテマガBi
●発行日：2016年12月25日
●ページ数：182ページ
●サイズ：A5判 ※購入は大手書店、Amazon、サテマガBi HPにて

定価:2,200円（税別）

有料放送＆VODビジネスがわかる！ 新社会人にもオススメの一冊
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〈読者の皆さまへ〉
「DATAページ」（各プラットフォーム別加入状況および業界動向データ、CS/BSペイテレビ接触率ランキングなど）の
掲載を今号も見送ることとなりました。上記各種データは、誌面には掲載しておりませんが、2024年11月10日に弊社HP

（https://www.satemaga.co.jp/）にPDFにてアップしております。お手数ですが、こちらから閲覧くださいますようお
願い申し上げます。

2024年11月10日 サテマガ・ビー・アイ（株） 月刊「B-maga」発行人  一瀬悦子／編集長  池和田一里

Special Report 〈特別寄稿〉

32	 米国ケーブル業界の最新動向 〈前編〉

Series Articles and Columns 
34	 ミュージックツーリズムの可能性　　文/八木良太

38	 放送ビジネスの政治経済学　　文/音 好宏

40	 世界のメディア曼陀羅華「ケーブル年鑑2025』を読む①」　　文/猪股英紀

44	 地産飛翔～ケーブルビジネス関連動向（気になるトピック / 機器チェック!）

48	 アジア衛星TV＆宇宙ビジネス最新情報　　文/長瀬博之

50	 日本で受信可能なアジア衛星TV一覧

56	 Information 新作映画紹介 & Convention

57	 市民メディアの現場から　　取材・文/鈴木賀津彦

58	 自他傍和囲我也（じたばたわいがや）　　文/穂積 融

59	 ワハハ本舗 喰始のエンターテイメントのツボとボツ　　文/喰 始

60	 Official Information
	 スカパーJSAT / 日本CATV技術協会 / 日本ケーブルラボ / CRI

63	 News File  2024年9月30日～10月29日

67	 脳裡のアトリエ訪問　　text by 岡本泰彰

DATA
36	 CS-CHANNEL RANKING

68	 定期購読のおすすめ

69	 購読オーダーシート

※福田 淳氏の「考えるメディア」は、今号もお休みさせていただきます。
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「ケーブルフェスタ 2024」盛況裡に終了
2日間で7万8,233人が来場！

日本ケーブルテレビ連盟東海支部は、10月4日（金）〜6日（日）の3日間、『つながる魅力 
ひろがる楽しさ』をテーマに、「ケーブルフェスタ 2024」を開催した。東海支部には、愛知14
局・岐阜10局・三重8局・静岡13局と、東海地域のケーブルテレビ45局が参画している。

初日の10月4日（金）は、ホテル名古屋ガーデンパレスにて、BtoBイベントとして、37の展
示ブースとメディア見本市、30を超えるセミナー、情報交換会が行われ、多くの業界関係者
が駆けつけ、熱心な情報収集と人的交流が行われた。

続いて、5日（土）・6日（日）は、名古屋市中区のオアシス21 銀河の広場で、BtoCイベント
（ステージイベント、専門チャンネルブース、け〜ぶるGiRLSチャリティグッズ販売、まちなかマ
ルシェ等）が行われ、ケーブルテレビの楽しさをアピール。2日間で7万8,233人（前年比
4,346人増）が来場した。

CLOSE SHOTCLOSE SHOT
初日に行われたBtoB展示会のひとコマ。
ケーブルテレビ局がブースを出展するのも「ケーブルフェスタ」ならではの光景だ

❶東海地区ケーブル各局のアナウンサーで結成された「け〜ぶるGiRLS」
❷今年7月に社名変更したスターキャット（愛知・名古屋）
❸三重県四日市のCTYは公式バーチャルキャラクター「つなぐ」がブースでお出迎え
❹全国のケーブル局の制作番組がアプリで視聴できる「ロコテレ」を展開する山形県米沢市のニューメディア
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